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目的
BIEPの目的
「院生の国際性養成」と「派遣先の海外研究機関での共同研究で目に見える成果をあげること」

共同研究課題「ガンマ線バーストとマグネターにおける高エネルギー現象」

私が特に興味を持っている２つの宇宙現象
宇宙最大の天体爆発現象 “ガンマ線バースト” : 瞬間的な光度は太陽の10の18乗倍
宇宙最強の磁場を持つ中性子星 “マグネター”: 磁場の強さが10の15乗ガウス
! 形成機構や放射機構は解明されておらず、大きな謎となっている

ガンマ線バースト
(想像図)

マグネター
(想像図)



渡航のきっかけ
訪問先： ガンマ線バーストと中性子星での高エネルギー現象の研究で世界的に著名な
Peter Meszaros教授(ペンシルバニア州立大)とBing Zhang准教授(ネバダ州立大)

2006年に我々(村瀬、井岡、長滝、中村)はB. Zhang氏のグループと似たアイデアの
論文を独立に発表
! 以来、個人的にメールで議論するようになる
! 丁度BIEPが作られた頃に滞在の話が出る

B. Zhang氏の推薦で国際会議で招待講演
会議期間中Meszaros氏とZhang氏の両氏
と対話、ペンシルバニア滞在の話が出る

Meszaros夫妻当真氏

滞在日程
2008年10月4日から2008年12月3日まで

ラスベガスで１ヶ月
途中ハンツビルでのGRB国際会議に出席(Zhang氏、Meszaros氏の両氏も出席)

ペンシルバニアで１ヶ月
途中ウィスコンシン州立大のニュートリノ観測グループの所でセミナー

日本

ラスベガス

ペンシルバニア

ハンツビル

マディソン



ラスベガスでの生活
空港にまでカジノがあって驚いた
(研究目的なのに警備員にカジノ目的と間違えられた)

ホテルに滞在
(少々治安が悪かった)

中心部は奢侈が過ぎる 

10月でも暑くて乾燥
(さすが砂漠地帯)
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•高エネルギーニュートリノ天
文学についてのセミナー

• GRB国際会議への出席、参
加者との充実した議論

Zhang氏
新納氏

長峯氏

日々
9-10時頃に徒歩で大学へ

研究活動
セミナーやmeetingへの参加

Zhang氏らとの議論
夜6-7時頃に帰宅

ペンシルバニアでの生活
街の名前「ステートカレッジ」=大学くらいしかない

そのかわり自然がいっぱい

ホームステイ with

ロシア人のおばあさん
ドイツ人のあにき

自炊生活
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日々
10-11時頃に徒歩で大学へ

研究活動
meetingなどへの参加

Meszaros氏、Peer氏らと議論
夜9-10時頃帰宅

• ウィスコンシン州立大学で
GRBについてのセミナー

• ニュートリノ天文学につい
て理論と観測両面からの議論

Meszaros氏

サイエンスの成果
「派遣先の海外研究機関での共同研究で目に見える成果をあげること」

これまで海外での共同研究により３本の論文を発表
Murase, Zhang, Takahashi, & Nagataki, MNRAS, 396, 1825 (2009) 

ガンマ線バーストからの高エネルギーガンマ線について
Murase, Meszaros, & Zhang, PRD, 79, 103001 (2009)

高エネルギーニュートリノを用いてマグネターを探る
Peer, Murase, & Meszaros, PRD, 80, 123018 (2009)

超高エネルギー宇宙線の源としての電波の弱い活動銀河

現地で大筋の議論をまとめ、詰めの議論は帰国後に行った

さらに、ガンマ線バーストについての共同研究を引き続き継続中



Nature Physics誌にもハイライト記事として紹介

BIEP海外派遣を終えて
一次的に得られるもの
! 論文という形でのサイエンス面での”目に見える”成果
! 受け入れ先の教授との充実した議論を通した知識の吸収
! 他の多くの海外の研究者との交流や議論

大仕事であればあるほど研究を2-3ヶ月で完遂することはできない。
しかし、大事なことは更なるステップアップへのきっかけができること(二次的)

! 一定の成果を出せば、受け入れ先の教授が再度招聘してくれる
! 滞在先で出会った研究者と新たに共同研究する機会が生まれる

海外の研究所の雰囲気や研究者の考え方、スタイルを学ぶことができる
どこも非常にオープンな雰囲気であり、知らない人とでも議論を楽しめた

他国で生活し、研究以外の話題で議論を行うことで異文化を楽しめる
自分と自分の住んでる国を見つめ直すチャンスでもあるだろう



２次的な恩恵
Pennstateにいた友人を訪問しようとしたところ、ohiostateに異動していた

OHIOstateのbeacom教授に話をしてくれた。滞在中の会議で会うことができた。

2009年に招聘してもらって２ヶ月滞在する機会が得られた

私は５月からOhiostateに行くことになった

Beacom氏 Rott氏

目に見える一次的な成果だけでなく、すぐには目に見えない
としても多く二次的な成果が期待できる。 BIEPはその目的の
一つである国際性の養成に大いに役立つことが実感された。

少なくとも私のケースにおいて、BIEPをきっかけに新たな共
同研究の機会や研究テーマを見つけることができた点で、サイ
エンスの面だけでも得られたものは非常に大きかった。

フィードバックをかけられるように鞠窮尽力を心がけたい。 

ありがとうございました!


